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北海道草地研究会賞受賞論文

はじめに

粗飼料の高栄養価に向けた草地の植生改善並びに

飼料用とうもろこしの狭畦栽培法に関する研究

佐藤尚親

N arrow row cultivation for Maize and the vegetational improvement 

to gain high nu仕itivevalues of roughage 

Narichika SATO 

米国における、とうもろこしのバイオ燃料への利用拡

大や、投機マネーの流入に端を発した2008年の輸入飼料

価格の高騰は記憶に新しいところである。また、急速な

経済発展を続ける中国における家畜飼料の需要拡大や、

海外での異常気象による穀物生産量の減収など、今後、

安定して安価な輸入飼料が供給され続けることは、国際

情勢を鑑みると考えづらい。従って、持続的な酪農・畜

産経営のためには、飼料自給率の向上は必須と考えられ

る。 写真1 ペレニアルライグラス系統の越冬性選抜

北海道酪農・肉用牛生産近代化計画では、平成27年の

飼料自給率66%を目標としている。しかしながら、北海

道における平成20年の飼料自給率は 53%と道のりは遠

く、少しでも飼料自給率を向上させるためには、牧草飼

料作物高能力品種の育成、高能力品種の導入による植生

改善、生産量向上のための安定栽培法等を「総合的に」

構築していく必要がある。

これらの背景の中、筆者は道立農畜産試験場(現北海

道立総合研究機構)の業務の中で、飼料自給率の向上を

目標として、現地選抜を中心とした品種育成、極早生品

種を用いた飼料用とうもろこしの狭畝路地栽培技術の導

入、簡易更新を主とした植生改善技術開発等に取り組ん

だ。

1 .現地選抜を中心とした品種育成

1)ベレニアルライグラス「ポコロ」および「チニタ」

の育成

天北農試(現上川農試天北支場)では、石田ら (1995)

によりベレニアルライグラス放牧草地の集約放牧技術が

確立され、越冬性・永続性の高いペレニアルライグラス

品種の育成が求められていた。

これを受けて 1999年に「ポコロ」を育成した。選抜段

階で、積雪期間が長い浜頓別町において、雪腐黒色小粒

菌核病耐病性を重視することで、越冬性および早春の草

勢が優れる品種が育成された(写真1、図 1、写真2)。
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図1 ポコ口の越冬性および早春の生育
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写真2 rポコロJ(左)と「チニタJ(右)の草姿
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また、 1998年に佐竹らによりベレニアルライグラス主体

草地の採草放牧兼用利用技術が確立された。そこで、

l番草を比較的早く採草することができ、その後の多国

利用で収量が多い系統を選抜した。その後、 2008年に吉

田らにより「チニタ」が育成された(写真2)。上川農

試天北支場では、現在これを用いてペレニアルライグラ

スを主体とした、経営モデルの確立に取り組んでいる。

2)根釧地域における牧草および飼料作物の現地選抜

アカクローバ、シロクローパ、アルフアルファ、メド

ウフェスク、フェストロリウム等の寒地型牧草および早

生の飼料用とうもろこし品種の育種は、農業・食品産業

技術総合研究機構北海道農業研究センターで行われて

いるが、根釧地域における永続性や耐冷性および生産性

等は重要な形質で(佐藤ら 2001、田瀬ら 2008)、普及性

にも大きく影響する。そこで、北海道農業研究センター

と共同研究体制を確立し、系統構成親の選抜、後代検定、

生産力検定、 F1組み合わせ検定等の段階から参画し、

地域適応性の高い品種の育成に取り組んだ。

その結果、土壌凍結地帯でも極めて越冬性の高い、メ

ドウフェスク「まきばさかえ」が育成され(写真3、田

瀬ら 2009)、その普及が待たれている。

まきぱさかえ ハルサカエ

写真3 越冬後の生育状況(根釧農試2006)

ぱぴりか たちびりか

写真4 根釧農試で現地選抜されて育成された耐冷性品種

また、飼料用とうもろこしでは、耐冷性やすす紋病抵抗

性に優れた「ぱぴりかjや、さらに耐倒伏性が改良され

た「たちびりか」が育成された(写真4、濃沼ら 2010)。

2.飼料用とうもろこしの狭畦露地栽培技術の導入

1983年の大冷害により根釧地域では飼料用とうもろ

こし栽培は激減し、 2002年頃には僅かなマルチ栽培が残

るのみとなっていた。数年間隔で見舞われる冷害の発生

は続き、 2003年にはとうもろこしの雄穂に障害型の冷害

による不稔が発生した(写真5、林ら 2004、2009、2010)。

2005年に耐冷性に優れた「ぱぴりか」が育成されたこと

により、根釧地域でも飼料用とうもろこしの露地栽培が

可能となったが、収量性で、は必ずしも満足できなかった。

写真5 8葉期前後の低温による障害型冷害(浜中町2003年)

同じ頃、パイオアハイブレッドジャパンから、海外で

の早生品種を用いたグレイン生産における狭畦栽培の情

報とヒントを得て、飼料用とうもろこし極早生品種(RM73

'"'-'83日クラス)の狭畦栽培に取り組んだ。極早生品種は

個体が小さいため収量が少なく、これを補うため通常の

畦間(72'"'-'75 cm)で密植すると、株聞が狭まって個体間の

競合が強まり生育が不安定になる。そこで、畦聞を狭畦

(50'"'-'56cm)にして、株聞を確保しつつ9，000'"'-'11，000本

程度の密植にすることで、路地栽培でもマルチ栽培に近

い収量が得られことを実証した(図2、林ら 2007)。

加えて、冷害に備えて耐冷性品種の「ぱぴりか」を花粉
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1)翌年1番草司 TY割合が50悦程度以上を目標ともた施工法選択フロ日で、ある。
2)施工時期は摺種限界時期を守る。またよ十分な陸*を確保守きる時期を考虚する。
3)描工草地の土揖pHおよび有効佳リツ監理麿|ま「北海道抽肥百イドJの草地土揖の詰断基準曲の輯固に橘正する+
4)除草剤を用いる施工は「農{乍物病害虫・雑草防除ガイド」を遵守する。
5)ゲリホザ』ト舟除草剤を{受用する陪は、枯死にι、車十分な襲量を組理し、枯設期聞を十分確保する。
ß) 春~夏の施工で\施工後雑草が琵生(繁茂}ずる増音、草丈30~40omで掃除メIJ りを行う。

図3 植生診断を用いたチモシー導入の簡易更新法(選択フロー)

供給源とし、収量性の高い他の極早生品種を狭畦で交互

条播することにより、安定性と収量性の両方を兼ね備え

た栽培法を開発した(林ら 2008年)。

さらに、低コスト化を実現するために大規模栽培に適

用すべき技術と位置づけ、 TMRセンター等での技術の導

入実証を行った(道立農畜試ほか2008年)。飼料高騰と

時期も重なり、根釧地域の飼料用とうもろこし栽培面積

の拡大に寄与できたが、低コスト化のためには、さらに

増収が必要で、根釧農試では耐冷性品種「たちびりか」

を用いて狭畦露地栽培技術の改良が進められている。

3.簡易更新を主とした植生改善

近年、関係各機関の技術者が協力して、草地の植生調

査が進められている。十勝・根到11・網走等の調査地域の

結果は、共通してシパムギ、リードカナリーグラス等の

地下茎型イネ科草およびギシギシ類等の雑草が草地植生

の半分程度を占めている。これらの草地を修復し高栄養

化するには、草地更新が考えられるが、北海道の草地の

更新率は3%(平成20年)と極めて少なく、新品種がそ

の高能力を発揮しづらい状況にある。社会的資本も縮小

傾向で、整備事業等が拡大することも考えづらい。

以上の背景から、低コストで高栄養な草地に修復する

ために簡易更新技術に取り組んだ。簡易更新の工法別に、

地下茎型イネ科草割合と翌年1番草のチモシ一割合の関

係から、 2004年に植生診断を用いたチモシー導入の簡易

更新法選択フローを策定した(図3)。さらに、 2002年

に策定された「マメ科牧草追播マニュアノレ」の知見と合

体させて、 2005年に「簡易更新マニュアノレJを策定した。

また、放牧地については北農研センターと共同で、メ

ドウフェスクを簡易更新で導入することで植生改善し、

道東地域におけるメドウフェスク放牧地の利用方法を策

定した(牧野ら 2006)。
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道東の河川に近い草地では、漁協との関係から除草剤

を使うことができない地域があり、ロータリハローによ

る表層撹持とイタリアンライグラスの競合力、および、多

回(3回以上)利用を組み合わせ、地下茎型イネ科雑草を

除草剤を使わずに防除する技術を開発した(図5、佐藤

ら2008、2009)。根釧農試では現在、この技術の処理年

数短縮や後作を安定して導入するために技術の改良を進

めている。

4. おわりに

これらの植生改善技術や新品種の導入にあたっては、

これまで、マニュアル等のように、技術を一般化して情報

発信してきたが、現地の微妙な条件の違いにより再現性

が低下することがあった。生産者に新品種・新技術を導

入して粗飼料の高栄養化を実現して頂く方法としては、

媒体による技術情報の受け渡しから、現地実証・施工等

等をとおして、直接的な経験や体感も含めて、総合的な

技術の受け渡しが必要と感じている。
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